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》
刀
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閉

爵
の
方
で
味
覚
や
喨
覚
の
低

下
を
臂
る
場
貪
い
く
つ
か
の

原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
加

齢
に
伴
い
、
喨
覚
を
担
う
鼻
の
粘

膜
や
神
経
の
働
き
が
徐
々
に
低
下

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
ょ
り
食
べ
物
の
風
味
を
唇

に
く
く
な
り
ま
す
。

'

主
な
原
因
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
工

あ
り
ま
せ
ん
。
讐
障
害
は
「
一

こ
、
①
に
お
い
が
届
か
な
い

導
性
」
②
嘆
細
胞
や
神
経
の
障
害

に
ょ
る
「
嘆
神
種
」
③
脳
の
障

害
に
ょ
る
弔
程
」
④
全
身
状

態
や
栄
養
に
関
連
す
る
宅
の
他
」

ー
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

二
一

検
査
な
ど
で
鼻
腔
内
壽
価
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
副
鼻
腔
炎
で

あ
れ
ぱ
薬
物
療
法
や
占
籍
療
、

場
合
に
ょ
り
手
聖
仁
い
ま
す
。

亜
鉛
不
足
に
は
補
充
療
法
、
ウ
ィ

ル
ス
後
の
嘆
覚
障
害
に
は
占
籍

療
や
漢
友
嘆
覚
り
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
右
効
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

1

に
お
い
は
、
空
気
中
の
に
お
い

粒
子
を
鼻
の
奥
に
あ
る
喨
細
胞
で

情
報
と
し
て
受
け
と
地
そ
れ
を

鳴
神
経
聶
へ
届
け
る
こ
と
需

識
さ
れ
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
の
ど

こ
か
に
異
常
が
あ
る
七
に
お
い

を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。

尿
覚
謹
洛
ち
た
」
と
咸
ぢ
て

い
て
、
実
際
は
漠
覚
の
低
下
が

放
置
せ
ず
鼻
腔
内
の
検
査
を

三1

の
他
)
、
ま
れ
罷
の
病
気
命

枢
性
)
も
鑑
別
に
挙
が
り
ま
す
。

喫
煙
は
中
止
さ
れ
て
お
り
影
響
は

限
定
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
長

年
の
影
響
が
残
る
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。徽
と
し
て
は
、
ま
ず
耳
鼻
咽

喉
科
を
受
診
し
、
内
視
鏡
や
画
像

相
馨
の
よ
う
に
1
年
前
か

ら
絵
純
に
進
打
す
る
場
貪
樫

副
鳧
腔
炎
や
鼻
副
鼻
腔
ポ
リ
ー
プ

な
ど
の
鼻
の
病
気
姦
性
)
、

あ
る
い
は
過
去
の
ウ
ィ
ル
ス
策

に
ょ
る
嘆
神
経
の
障
害
喰
神

種
)
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

薬
剤
の
影
響
、
亜
鉛
不
足

に
、糖
尿
病
な
ど
刀
全
身
疾
患
宅

味
覚
や
嘆
覚
の
低
下
は
食
欲
低

下
や
栄
養
状
態
の
悪
化
に
つ
な
が

り
生
活
の
質
に
も
髪
し
ま
す
。

「
年
の
せ
い
」
と
放
置
せ
丈

め
に
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
參
察

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

金
届
県
医
師
会
松
居
秀
敏
・

明
互
屯
ま
つ
い
耳
鼻
咽
喉
科
院

邑
◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

神戸新聞社 令和又年ぢ月/7日(日)

最近、味覚と喨覚の感覚がなくなりました。

1年削からコーヒーの香り力ゞしなくなり、そ

の後、苦味もなくなりました。甘眛の感じ方

も金屯くなったようで、今1菱どぅなるかと不安

を感じています。放置していてよいのでしょ

うか。喫煙は50代、飲酒は乃歳でやめました。

(84歳、男,性)

朝刊

毛三


